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アート補聴器 

十彩 
～「魅せる」で世界を変える～ 

掲載メディア（敬称略） 

エコノミスト（政府国際広報） 

日経 BP をはじめとするネットニュース記事 

読売テレビ 「かんさい情報ネット ten.」 

NHK 「ろうを生きる 難聴を生きる」 

NHK WORLD 「kawaii INTERNATIONAL」 

世界 150 ヶ国へ向けオンデマンド放映中 

azbil グループ PR 誌 2021年 No.1 

新聞 多数掲載 

（読売新聞社、日経新聞社、産経新聞社、神戸新聞社、その他） 

応援してくださっている方々（敬称略） 

秋葉原補聴器株式会社 リスニングラボ、大阪聞こえ補聴器、城北補聴

器 大山店、補聴器専門店運営企業 株式会社岡野電気、特定非

営利活動法人 人工聴覚情報学会、NPO 法人デフテニスジャパン、 

一般社団法人日本障がい者ファッション協会、認定 NPO法人 one-s 

future、ONELYS wakayama、studio あお、Spot Lights～アー

トを通じて全ての人が輝く社会を、ヒヤリングセンター神奈川 

中川綾二様 大阪府  
手話エンターテイメント発信団 oioi  

アートカバーをつけると、補聴器をもっと見て欲しい、見られたいという気

持ちが強くなり、なによりも補聴器をつけることがなんだか楽しくなってく

る感じがします。 

僕は 5歳ごろから補聴器を装用していますが、自分がきこえないことを

受け入れられなくて、補聴器を見られたくないっていう時期が長かった

んです。その当時にアートカバーがあったらそんな思いも少しは弱まった

のかな、とか、障害の自己受容がしやすくなったのかなと思ったりしま

す。 

見せたくないじゃなくて、魅せたい！ってなっていたかもしれない。 

あの時は選択肢がなかったけど、今はある。 

補聴器でも自分らしさを表現する時代がきています！ 

中村千穂様 兵庫県  

手話パフォーマーとして街のイベントで手話ライブしている私。 

幼年期は補聴器が見えるのが嫌で隠していました。でも、補聴器も、

私の一部。今はあえて補聴器を見せる髪型をしてライブをしています。 

地域の人や子供たちにとって、補聴器をもっと身近なものにしたい。 

そんな風に考えていた時、十彩のアートカバーに出会いました。 

子供たちに興味をもってもらえるように、なんと！両面のシーサー立体

型のアートカバーをオーダー！おかげさまで目を惹き、かっこいい！かわ

いい！とお褒めの声をたくさんいただいてます。 

聞こえないことや補聴器について理解していただくきっかけとなっていま

す。これからも魅せる補聴器にするアートカバーと手話のコラボでパフォ

ーマンスをしていきます。 

 

イヤモールドのカラーに合わせて 

赤と青のワンポイントメガネです！ 

 

補聴器の両面でシーサーの顔と 

後ろ頭というこだわりの魅せ方です！ 

 

お問い合わせ 

アート補聴器 

〒530-0001 

大阪市北区梅田 1-1-3-2307 

ホームページ https://mimi10toiro.com 

メール  mimi10toiro@gmail.com 

十彩 
メール 

ホームページ 

隠すを「魅せる」にした人のオモイ 



 

 

    

 

  

  

 

 

 

 

 

 

発案者  松島 亜希     

（兵庫県宝塚市出身）  

生まれつき重度難聴で１歳半から補聴器ユーザー。

「希望の多い未来への種まきをする」という信念のも

と、10代の頃から聞こえる子どもたちとの関わりを持ち

続ける。 

その中でずっと感じてきた心に刺さる視線や雰囲気。

「補聴器を見てはいけない。触れてはならない。」 

なんとか向き合うキッカケが欲しい… 

その一心で長年考え続けた結果たどり着いたのが「補

聴器を魅せる」という事だった。 

おしゃれ補聴器にするだけで笑顔の会話が増えて、 

トイレの鏡では自分の耳元を見てニコニコしてしまう。 

また街の中では見知らぬ人に褒められる。 

夢にまで見た展開と、笑顔になるエピソードの数々！ 

世界がガラリと打って変わって明るく楽しいものに思えて

くる喜びを、また「自分を魅せる」という希望を多くの人

に届けていきたい。 

笑顔で社会を、世界を明るく変えていきたい。 

補聴器ユーザーが長年思い描いてきた夢と希望が、 

このアートカバーに込められている。 

 

アートカバーとは？！ 

補聴器・人工内耳に両面テープで貼り付けて使用する樹脂製カバーのこと。 

さまざまな形状やサイズの補聴器にぴったり合うように製作する。色や柄を自由に決められるだけでなく、

ネイルアートのようにラインストーンやラメ、金箔、スワロフスキーを使用する事も可能。補聴器販売店で

イヤモールド（特注耳栓）をアートカバーに合わせて作る人もいる。 

＜注文方法＞ 

A プラン ご自身でデザイン画を作成 基本料金 \12,100～（税込） 

B プラン 十彩スタッフがヒアリングしてデザイン画を作成 基本料金 \19,800～（税込） 

①公式 LINEでデザインの確認・打ち合わせ ②入金 ③製作 ④納品 

※公式 LINE にて、デザインの打ち合わせをいたします。 

※ハンドサインコンシェルジュによる手話対応をご希望の方はお申し付けください。 

※一つずつ手作りの為、製作期間を１ヵ月ほどいただいております。 

※古い機種をお使いの方は、型取りのご協力をお願いする事がございます。 

※特殊技法、スワロフスキー、金箔使用の場合は、オプション料金になります。 

 
補聴器ユーザー発案！ 

隠さずに魅せる世の中に！ 

Before ⇒ After 

Before ⇒ After 

公式 LINE 

Before ⇒ After 

 


